
愛 知 民 報 日本共産党愛知県委員会2 0 2 2 年 8 月 号 外 　 日 本 共 産 党 の 見 解 を 紹 介 し ま す。
（ 発 行 ） 愛 知 民 報 社 　 〒 4 6 0 - 0 0 0 7 　 名 古 屋 市 中 区 新 栄 三 丁 目 1 2 番 2 5 号 　 愛 知 あ か つ き 会 館 内
（ 1 9 6 6 年 7 月 3 1 日 第 三 種 郵 便 物 認 可 ）

〒 4 6 0 - 0 0 0 7  名 古 屋 市 中 区 新 栄 三 丁 目
1 2 番 2 5 号 　 ☎  0 5 2 - 2 6 1 - 3 4 6 1

世界的共同広げ
核使用許さず廃絶へ
原水爆禁止 �� 年世界大会　ヒロシマデー集会

　広島に原爆が投下されてから７７年となる６日、原水
爆禁止２０２２年世界大会ヒロシマデー集会が広島市内
で開かれました。核兵器の使用も威嚇も許さず、核保有
国に核軍備撤廃義務の履行を求める世界的共同を呼びか
ける「広島宣言」を採択しました。

草の根の力で政治のゆがみを正そう
　日本共産党の志位和夫委員長は、岸田文雄首相がＮＰＴ再検討会議
や、広島での平和記念式典での演説で「二つの大事な点」――核兵器
禁止条約にもＮＰＴ第６条に基づく核保有国の核軍縮・撤廃義務にも
触れなかったことを厳しく批判し、「核兵器の非人道性を体験した日本
の政府ならば、『核抑止論』という呪縛を断ち切り、条約参加を決断す
べきだ」と強調しました。政治のゆがみを正すのは草の根の力だとして、
「世論と運動の力で政治のゆがみを正し、禁止条約に参加する政府をつ
くろう」と呼びかけると、大きな拍手が湧き起こりました。

日本共産党 志位委員長があいさつ

　開催中の核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議第
１委員会で議長を務める、マレーシアのサイード・
モハマド・ハスリン国連大使は、一握りの国が核
兵器の必要性を主張し、「万人の安全保障がおか
されている」と指摘。核兵器廃絶のために「市民
社会が死活的な役割を果たす」と述べました。

　核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）のベ
アトリス・フィン事務局長は、「核兵器禁止条約は、
被爆者と日本の皆さんの運動と訴えなしにはあり
えませんでした」と述べ、禁止条約に参加するよ
う政治家に働きかけようと呼びかけました。

　「黒い雨」被害者の証言や救済を求めるたたか
いが紹介され、核兵器の非人道性を告発。禁止条
約第１回締約国会議に参加した早稲田大学２年生
の高垣慶太さんが、「私たちは一刻も早く核兵器
を廃絶しなければいけない。行動するときは今で
す」とスピーチすると、拍手に包まれました。

　「核兵器禁止条約に参加する日本を」と題した
特別企画では、日本共産党、立憲民主党、参院会
派「沖縄の風」の国会議員が動画で発言し、「禁
止条約に参加する政府をつくろう」と述べました。

志位委員長あいさつ全文はコチラ☞

◀「広島宣言」が採択され、会場全体で国民平和大行進のペナントを掲げる
　ヒロシマデー集会参加者＝６日、広島市中区

あいさつする志位和夫委員長
＝６日、広島市中区



日本共産党の志位和夫委員長は５日、次の談話を発表しました。

一、中国は、米国のペロシ下院議長が台湾を
訪問したことへの対抗措置として、2 日から
台湾近海で軍事演習を開始し、4 日には台湾
を取り囲む 6 カ所の海域で実弾演習を行い、
日本の排他的経済水域内を含む近海に複数の
弾道ミサイルが着弾した。

　わが党は、かねてより「台湾問題の解決の
ためには、台湾住民の自由に表明された民意
を尊重すべきであり、非平和的な手段は断固
として排されるべきであって、中国が台湾に
軍事的圧力・威嚇を強化していることに、強
く反対する」（2021 年 4 月 17 日の志位談話）
と表明してきた。

　この立場から、地域の平和と安定に逆行す
る、台湾に対する中国の軍事的威嚇の強化に
強く抗議し、その中止を求める。

一、一方、米国が、この間、台湾問題への軍
事的関与を強化しており、日本政府が米国に
追従する姿勢をとっていることは、台湾問題
をめぐって「軍事対軍事」の悪循環に陥る危
険をはらんでいる。わが党は、日米両国が、
台湾問題に軍事的に関与する方向に進むこと
にも、断固として反対する。

　台湾問題の解決は、あくまでも平和的話し
合いで行われるべきであることを、この機会
に重ねて強調したい。

台湾に対する中国の軍事的
威嚇の強化に抗議する

２０２２年８月５日　日本共産党幹部会委員長　志位和夫

旧統一協会問題 徹 追底 及
「しんぶん赤旗」をぜひお読みください
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